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CDPの信頼性について
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✓ 全プログラムで23,000件以上

の回答を獲得し、そのうち、
フォレスト質問書への回答は
589件ありました。コモディ
ティでカウントすると920件
になります。これは、2020年
から22％増となります。
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採点方法：レベル

情報開示
DとD-

認識
CとC-

マネジメント
B および B-

リーダーシップ
AとA-



情報開示（DとD-）

完全性のための採点

データの信頼性と品質の向上を推進する

質問書に答える能力＝スチュワードシップの取り組みの成熟度

情報開示と認識

認識（CとC-）

環境問題の意味を考えている人を見分けるための採点方法

透明性のある情報開示から、環境問題をある程度知っている状態へ

6



マネジメント（BとB-)

アクションの実施に対する採点

環境リスクと影響の積極的な追跡、軽減、阻止

マネジメントとリーダーシップ

リーダーシップ（AとA-）

環境マネジメントのベストプラクティスを実践している人を特定する

ためのスコアリング

問題点を詳細にかつ会社ごとに理解し、知識と具体的な行動の両方を

実証している。
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カテゴリは、質問書モジュールのサブグループであり、各テーマに

固有のものである

カテゴリーとは、主要なデータポイントに焦点を当て、企業のスコ

アをより詳細に分析するためのものです。

重み付けは、マネジメントとリーダーシップのレベルで適用され、

総合スコアにおける各カテゴリーの相対的な重要性を反映していま

す。

2022年、フォレスト質問書にはセクター別の質問がない：カテゴリ

ーと重み付けは全セクターに等しく適用される。

スコアリング：カテゴリーと重み付け
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採点方法：カテゴリー

✓ 2022 年フォレスト質問書のカテゴリに変更
はないが、1 つの質問（旧F6.11）が「方針

とコミットメント」から「エンゲージメン
ト」のカテゴリに移動している。

フォレスト質問書のカテゴリー

土地ベース指標

消費・生産データ

森林のリスクと影響評価

森林関連のリスクエクスポージャー

森林関連の機会

ガバナンス

方針とコミットメント

事業戦略

目標

トレーサビリティ

認証

エンゲージメント

最終承認

100％開示
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F1.7

F2.2, F2.2a

F4.1d

F6.10, F6.10a, F6.10b, (F6.11)



採点方法：2022年の重み付けを変更
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フォレスト質問書のカテゴリー 2022年マネジメントの重み付け 2022年リーダーシップの重み付け

土地ベース指標 9% 10% 9% 10%

消費・生産データ 7% 0% 3%

森林のリスクと影響評価 10% 7% 10% 7%

森林関連のリスクエクスポージャー 7% 7%

森林関連の機会 5% 5%

ガバナンス 6% 6%

方針とコミットメント 14% 12% 15% 12%

事業戦略 3% 3%

目標 7% 10% 7% 10%

トレーサビリティ 12% 12%

認証 10% 12%

エンゲージメント 9% 10% 10%

最終承認 1% 1%

100％開示 0% 3% 2%

✓ 森林関連の方針やリ
スクアセスメントの
内容からそれらの管
理・実施・成果に重
点を置くことが意図
されています。その
結果、土地ベース指
標、目標、エンゲー
ジメントの重みづけ
が増えている。



フォレスト質問書
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企業は1コモディティに1つのスコアを受け取る。

木材、パーム油、畜牛品、大豆は、スコアリング対象。

ゴム、ココア、コーヒーも回答可能ですが、これらの

コモディティにはスコアが付かない。

写真提供：コロンビア東部平原の牛 - Neil Palmer, CIAT; カメルーンの木材市場 - Ollivier

Girard, CIFOR; Jukwa村とパーム油生産 - Ghana oneVillage Initiative; コロンビア東部平原
のカリマグァでの大豆 - Neil Palmer, CIAT
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コモディティ別の質問書とスコアリング

✓ スコアリングを受けるには、企業は質問F0.4で
以下のことを行う必要があります。

• スコアリング対象の4つの森林リスクコモディ
ティのうち、少なくとも1つについて「はい、開
示します」を選択する。

• 企業が事業展開しているバリューチェーンのス
テージ（例：生産、加工、販売）を開示する。



スコアリング基準の変更
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質問レベルの変更：各レベルで期待されるパフォーマンスを反映させるため、
またはテーマ間の調整を行うために基準を変更

スコアリングの変更概要

Aリスト基準：森林関連のベストプラクティスの行動を反映した変更点

編集：一貫性を持たせ、テーマごとに表現を統一するために、すべての基準を再構
成して書き換え

新規・修正問題：採点基準の修正あり



2022年フォレストAリスト要件
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フォレストAリスト要件
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2021年Aリスト要件

✓ 前回質問では、企業報告に重大な除外項目がないこ
との証明、森林減少なしのコミットメントとそのた
めの行動が注目された。



フォレストAリスト要件
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✓ 質問F4.6bのリーダーシップの基準ii)のポイントを獲
得するための要件が削除された。

✓ Aリストの新要件を導入し、企業に対して以下を義
務付ける。

• 自然生態系の転換、森林減少の除去、NDPEへ
の公開のコミットメントを行っている（4.5a）

• 森林関連方針に自然生態系の転換や森林減少を
除去するための公開のコミットメントを盛り込
んでいる（木材の場合は、森林減少ネットゼロ
でOK）（F4.6b）。

• 十分なトレーサビリティを有する地点までのコ
モディティ量が90％（F6.2aでリーダーシップ
ポイント満点）、または全コモディティ量の70

％で認証取得（F6.3でマネジメントが満点）の
どちらかを有すること。

2022年Aリスト要件

追加要件



フォレストAリスト要件
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2022年Aリスト要件

引き続き、以下の要件も維持されているため留意：

・質問F0.5／F0.5aで重大な除外がない
・すべての直接操業とサプライチェーンの包括的／徹底的なリスク評価の実証（質問F2.1aで満点
の認識ポイントを獲得）
・森林減少と森林劣化に関連したコミットメントに向けた行動の実証（質問F4.6（コミットメン
ト）、F6.1（目標）、F6.2（トレーサビリティ）およびF6.11（社外活動・イニシアティブ）で[は
い]を選択
・質問F4.5で[はい、文書化した森林に関する企業方針があり、公開している]を選択
・質問F6.4で[はい、転換および/または森林減少のコミットメントについて実施中のシステムがあ
ります]を選択
・質問F6.8 (該当する場合)で[はい、直接サプライヤーに対してエンゲージメントを行っている]を
選択
・回答の一般公開

残りの要件



質問レベルの変更

19



20

質問レベルの変更

主な基準の変更点 土地ベース指標
消費・生産データ
森林のリスクと影響評価
森林関連リスク
森林関連の機会
ガバナンス
方針とコミットメント
目標
トレーサビリティ
エンゲージメント

F1.3、F1.4、F6.5、F6.6a

F1.5a, F1.5b

F2.1a

F3.1a, F3.1b

F3.2a

F4.2

F4.5a, F4.5b, F4.6b

F6.1a

F6.2a

F6.7, F6.8, F6.9, F6.11

新しい質問 土地ベース指標
森林のリスクと影響評価
ガバナンス
エンゲージメント

F1.7

F2.2, F2.2a

F4.1d

F6.10, F6.10a, F6.10b

その他の細かい変更 100％開示
土地ベース指標
森林関連リスク
ガバナンス
方針とコミットメント
事業戦略

F0.5a

F1.2、F6.4

F3.1c

F4.1a

F4.5, F4.6a

F5.1



モジュールF1 –現在の状態
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(F1.3）開示するコモディティの生産のために使用され、貴社が管轄および/または管理
する土地地域に関する詳細を記入してください。[変更後の質問］

転換に関する報告用のために記入欄を新しく追加



(F1.3)開示するコモディティの生産のために使用され、貴社が管轄および/または管理
する土地地域に関する詳細を記入してください。

✓ 企業は、各時間軸以降の転換面積の
合計を報告する必要あり。

✓ F1.3、F1.4が比例得点に変更（全列
が得点に加算される）



(F1.5a)貴社の生産および/または消費の数値と、森林減少および/または自然生態系の
転換がないと検証されたコモディティ量の割合を開示します。 [変更後の質問］

✓ 新たに追加された記入欄を考慮した
認識レベルの新しい基準

✓ 認識レベルの配点が3点から4点に
増加

新たな追加記入欄

✓ 森林減少・自然生態系の転換がない
と検証されたコモディティ量の割合に
ついて開示が可能



(F1.5a) 貴社の生産および/または消費の数値と、森林減少および/または自然生態系の
転換がないと検証されたコモディティ量の割合を開示します。[変更後の質問］

✓ マネジメントレベルで評価を受けるための新
たな前提条件：生産と消費の両方のデー
タを報告しなければならない（該当する
場合）

✓ 消費・生産データの一部が報告されてい
る場合は、部分点を付与。



(F1.5b) 開示したコモディティについて、原産地の国および/または地方の法律管轄区
域で調達された生産量/消費量の割合を示します。

✓ マネジメントレベルで評価を受けるための新しい前
提条件（＝質問F1.1の[原産国/原産地]欄で選択され
た各森林リスク国に対して1つ以上の行を記載する）
→報告の一貫性を奨励

✓ リーダーシップレベルで導入されたスコアリング
：マネジメントポイントが満点の場合、1ポイント
付与

森林リスク国のリストについては、「報告ガイダン
ス」をご覧ください。



(F1.7）過去5年間にわたって、または指定期限以降に、貴社の開示するコモディティ
に関して貴社が森林減少または転換フットプリントを評価したかを示し、具体的にお
答えください。 [新規質問］

情報開示、認識、マネジメントの各レベルで採点



モジュールF2：手順
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(F2.1a)森林関連リスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択してく
ださい。 [修正質問］

新しい記入欄でもって旧質問F2.1b（考慮された問題）とF2.1c（考慮されたステークホールダー）をカバー

✓ 新マネジメント基準として vi)、vii)

を追加（必要選択数は2021年と同じ）。
✓ 基準viii)を明確化（選択した全てのツー
ル・手法の説明が必要）。



(F2.1a)森林関連リスクの特定と評価の手順を最もよく表している選択肢を選択してく
ださい。[修正質問］

✓ リーダーシップ基準を変更
・ポイント数は2から3に増加
・i) については、企業にとって重大な問題とツール
や手法を用いてどのように特定されたかを説明
・ ii)とiii)は、旧質問で選択が必要だった問題やス
テークホールダーと同様。



(F2.2）貴社の開示したコモディティのそれぞれについて、貴社はバリューチェーンを
マッピングしましたか。 [新しい質問］

情報開示と認識レベルで採点

(F2.2a）開示したコモディティに関する貴社のバリューチェーンマッピングについて
具体的にお答えください。 [新しい質問］

情報開示、認識、
マネジメントの各
レベルで採点

任意で回答可能



(F2.2）貴社の開示したコモディティのそれぞれについて、貴社はバリューチェーンを
マッピングしましたか。 [新しい質問］

(F2.2a）開示したコモディティに関する貴社のバリューチェーンマッピングについて
具体的にお答えください。[新しい質問］

✓ 記入欄の2列目：該当するサプライヤー／小規模農家
を一つ以上選択

✓ 3列目：選択したサプライヤー合計の、全体のサプライ
ヤーの割合（％単位で、0以上の数値）

（4列目で、サプライヤーの各レベルのうち、マッピング対
象サプライヤーの割合について説明することも可能）
→企業は自社の業務や顧客を超えたマッピングを行うこと
が期待されている。



モジュールF3：リスクと機会

33



(F3.1a) 貴社では、事業に及ぶ財務または戦略面での重大な影響をどのように定義して
いますか。

認識とマネジメントは、気候変動と水セキュリティの両質問書と整合させています。

2021年マネジメントレベル基準 2022年マネジメントレベル基準

回答には、以下の要素が含まれていることがポイントになりま
す。

i) 財務上または戦略上重大な影響の定義 – 1ポイント

ii) 重大な変化の特定に使った方法、測定基準、指標 - 1 ポイント

iii) 重大な変化を表す示す測定基準／単位／指標の閾値または変
化量 – 1ポイント

iv) 当該定義が直接操業またはサプライチェーン、もしくはその両
方に適用されるかどうか - 1ポイント

4ポイントが獲得可能です。

i) 重大な影響または戦略的影響の定義と、森林関連リスクの重大な
財務上または戦略的な影響を定義するために使用された定量的指
標の説明が記入されている - 2ポイント

2021年認識レベル基準 2022年認識レベル基準

全部の欄を埋めると1ポイント付与されます。 採点対象外



(F3.1b) 回答する森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦略面
で重大な影響を及ぼす可能性があると特定されたリスクと、そのリスクへの対応の詳
細を記入します。



(F3.1b)回答する森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦略面
で重大な影響を及ぼす可能性があると特定されたリスクと、そのリスクへの対応の詳
細を記入します。

✓ マネジメント基準ⅱ）、ⅲ）を上述のとおり置き換え

水セキュリティ質問書の採点基準に合わせて変更

ii) 潜在的な財務的影響の数値
iii)リスク対応のために講じられた措置と

実施の期間に言及した対応戦略の企業
固有の説明



(F3.2a)選択した森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦略面
で重大な影響を及ぼす可能性があると特定された機会の詳細を回答してください。

✓ 認識基準ii)の変更：「機会実現までの

推定期間」、「潜在的影響の程度」、
「可能性」の欄は、「不明」以外の選
択肢を記入しなければならない。

✓ マネジメント基準で評価対
象となるには、認識レベル
で満点が必要（従来は情報
開示レベルでの満点が必要
だった）

✓ マネジメント基準iの明確化：「選択した

機会が企業にとって戦略的機会であると
見なされる理由についての自社固有の説
明」を「企業固有の説明・・・」の欄
に記載すること。

マネジメント認識



✓ リーダーシップ基準i)は削除、基準
ii)は明確化、基準iii)は2つに分割。

i) 機会を実現するために講じられた措置の例（成果と実施
期間にも言及要）
ii) 機会がもたらす財務上の影響の推定金額
iii) ii)の計算方法

(F3.2a)選択した森林リスク・コモディティに関して、事業における財務または戦略面
で重大な影響を及ぼす可能性があると特定された機会の詳細を回答してください。

水セキュリティ
質問書と整合さ
せています。



モジュールF4: ガバナンス
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(F4.1d) 貴社では、森林関連の問題に精通した取締役を一人以上置いていますか。[新
しい質問］

情報開示、認識、マネジメントの
各レベルで採点。

全テーマ共通質問



(F4.2) 森林関連の問題に責任を負う経営層レベルで最上位の職位または委員会を記入
します(個人の名前は含めないでください)。

iii) 取締役会に報告される森林関
連のトピックの説明 - 1ポイント

マネジメント基準ii)を削除し、
基準iii)を明確にした。

配点が4から3に減少

水セキュリティ質問書と合わせ
た採点基準

2022



(F4.5a) 貴社の方針の適用範囲と内容について説明する選択肢を選択します。

2021年リーダーシップ基準 2022年リーダーシップの基準

この質問で、でリーダーシップポイントを獲得するためには、マネジメンレベルで、少なく
とも5ポイント獲得する必要があります。

リーダーシップポイントは、「適用範囲」（＝スコープ）欄で「全社的」を選択し、「内
容」欄で以下の選択肢のうち少なくとも2つを選択した場合にのみ付与されます。
-「 規制順守にとどまらない、それ以上のコミットメント」
- 「事業が森林へ依存していることの説明」
- 「森林とその他の自然生態系に対する潜在的な事業影響の認識」

i) 選択された内容が方針に含まれる理由についての自社固有の説明 - 1ポイント

ii) この方針が社内の意思決定にどのように反映されているかについての自社固有の説明
- 1ポイント

リーダーシップポイントを獲得するためには、マネジメントレベルで6ポイント以上獲得する必要
があります。

ポイント付与の対象となるのは、以下の条件を満たす場合です。
マネジメント基準i)またはiii)のいずれかを満たしていることかつ「適用範囲（＝スコープ）」欄で「全
社的」が選択されている
かつ
「内容」の欄で、以下の選択肢のうち3つ以上が選択されていること。
- 「 規制順守にとどまらない、それ以上のコミットメント」
- 「事業が森林へ依存していることの説明」
- 「森林とその他の自然生態系に対する潜在的な事業影響の認識」
- 「直接操業の森林関連実績基準の説明」
- 「調達の森林関連基準の説明」

i) 「説明してください」欄に、方針を実施するためのメカニズム（目標、マイルストーン、そ
の他のアクションなど）の詳細が記載されている - 2点

✓ マネジメント：「焼畑または
皆伐による土地開墾を行わ
ないコミットメント」を選択す
ることによる追加ポイント

（F4.6bの公開のコミットメントに
関する 質問に沿ったもの）

✓ リーダーシップの基準を入
れ替え、方針内容のベスト
プラクティスを強調

F4.5b（コモディティ
別方針）でも同様
の変更あり。



...

(F4.6b) 貴社のコミットメントの詳細を、具体的な基準、対象範囲、アクションの内
容を含めて記入します。

✓ 認識基準i)を2つに分割。

i) 「基準」欄で選択された「自然生態系の転換なし」または「総
森林減少ゼロ/森林減少なし」のいずれかの選択肢-1ポイント

ii) 「基準」欄で選択した「その他、指定してください」を除く追
加の選択肢1つにつき - 0.5 ポイント（最大 2 ポイント）。

旧質問の4点満点から5点満点に変更



2021年 マネジメント基準 2022年 マネジメント基準

この質問でマネジメントポイントを取得するためには、認識レベルで少なくとも3.5

ポイントを獲得する必要があります。

各森林リスクコモディティについて、以下の条件を満たすと、マネジメントポイントが
付与されます...（詳細はスコアリング基準を参照）。

「基準」欄の以下の選択肢を選択すると、ポイントが加算されます。

i) 「自然生態系の転換がない」、「[焼畑または皆伐による土地開墾なし]」、および「期
限」欄の記入 – 2ポイント

ii) 「先住民と地域社会の自由意思に基づく事前説明と同意（FPIC）を守る」または
「国連国際労働機関の原則の採用」 - 2 ポイント

iii) 「違法に生産・取引された森林リスクコモディティの調達禁止」または「合法的・
慣習的土地保有権の承認」-2ポイント

iv) 「説明してください」欄に、選択した基準を満たすためにとった行動の例（場所
を含む）を記載している – 2ポイント

v.i) 木材製品、畜牛品、大豆の場合：「総森林減少ゼロ /森林減少なし」を選択し、「
期限」欄を記入する。木材の場合、「森林減少ネットゼロ」も認められる - 1ポイント
オア
v.ii) パーム油の場合：「総森林減少ゼロ／森林減少なし」を選択し、かつ「深さに関
わらず泥炭地に対する開発なし」、さらに「期限」欄を記入 - 1ポイント。

森林リスクコモディティごとに1行のみ採点されます。

マネジメントポイントの対象となるには、認識レベルで3.5ポイント以上を取得する必要があ
ります。

ポイント付与の対象となるには、以下の条件を満たす必要があります...（詳細はスコアリング
基準を参照）。

「基準」で以下の選択肢を選択した場合：

i) 「自然生態系の転換なし」かつ「期限」欄が「期限なし」「該当なし」を除く選択肢で記
入されている場合 – 2ポイント

ii) 木材製品の場合：「総森林減少ゼロ／森林減少なし」または「森林減少ネットゼロ」のいず
れかを選択、または
パーム油の場合：「総森林減少ゼロ／森林減少なし」かつ「深さに関わらず泥炭地に対する
開発なし」の両方が選択されている、または
畜牛品または大豆の場合：総森林減少ゼロ／森林減少なし」を選択した場合
かつ
全ての森林リスクコモディティについて、「期限」欄は、「期限なし」と「該当なし」の両方を
除いた選択肢を記入 – 2ポイント

iii) 「焼畑や皆伐による土地開墾なし」-1ポイント

iv) 「先住民と地域社会の自由意志に基づく事前説明と同意（FPIC）を守る」 - 2ポイントまた
は「法的・慣習的な土地保有権の認識」-1ポイント

基準iv)で1ポイント以上獲得した場合、以下の項目でポイントを獲得することができます。

v) 「国連国際労働機関の原則の採用」-2ポイント

森林リスクコモでティティごとに1行のみ採点されます。

(F4.6b) 貴社のコミットメントの詳細を、具体的な基準、対象範囲、アクションの内容
を含めて記入します。



モジュールF5：事業戦略
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(F5.1) 森林関連の問題は、貴社の長期戦略的事業計画に何らかの形で組み込まれています
か。もしそうであれば、どのように組み込まれていますか。

✓ 記述内容は、事業戦略の各側
面に特化したものとする。

マネジメントの採点基準の明
確化

2022年マネジメント基準

認識レベルで満点を獲得することで、マネジメントレベルでの評価の前提条件となります。

各行が評価対象であること。「森林関連の問題が組み込まれているか」の欄で「はい、森林関連の問題は組み込ま
れている」が選択されていること。また、「説明してください」の回答は選択した長期の時間軸と一致していなけれ
ばならない。

以下の場合は、「説明してください」欄に記入してください。

i) 森林関連の問題が組み込まれた、長期的な事業目的／長期的事業目的達成のための戦略／財務計画に関する自社
固有の説明 - 1ポイント

ii) 戦略的事業計画の側面と整合する、講じられた森林関連の措置の事例 - 1ポイント

6ポイント（行ごとに2ポイント）獲得可能です。



モジュールF6：実践
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(F6.1a）開示したコモディティの持続可能な生産および/または消費を増やすためのもの
で、期限を定めた定量的な目標と、目標達成に向けた進捗の詳細を記入します。

ベストスコアではなく、比例配点に変更。

マネジメント／リーダーシップレベルで
は、最大3行についてポイント獲得が可能。

マネジメント マネジメント

マネジメントリーダーシップ

✓ 昨年より、マネジメントで満点を獲得するためには、3種類の
目標を報告することが必要であった。

（変更理由：比例配点にすることで、複数の目標を立てることの動
機づけを与えている。これにより、目標実績をより全体的に評価
することができる。）



(トレーサビリティと認証を目標に設定している場合の基準は、スコアリング基準を参照）

✓ 旧基準のマネジメント基準 ii)、iii)は、リーダーシップ
基準で評価を受けるための前提条件に移動している。

(F6.1a）開示したコモディティの持続可能な生産および/または消費を増やすためのもの
で、期限を定めた定量的な目標と、目標達成に向けた進捗の詳細を記入します。



(F6.2a）開示したコモディティについての、貴社がお持ちのトレーサビリティのレベルの
詳細を記入ください。

2022年には、すべての森林リスクコモディティ
について同じ割合が適用されます。

トレーサビリティが
90%以上の場合- 2ポイント
70%以上の場合- 1ポイント

✓ トレーサビリティのある数量（川下企業の
場合は国、第一輸入者、州・自治体へのト
レーサビリティを除く）の比率の合計によ
り、リーダーシップポイントを付与。

2021年リーダーシップ基準

a) 「総生産量／総消費量に対する割合」欄の合計値が、木材製品とパー
ム油は90%以上、畜牛品と大豆は70%以上 – 2ポイント

もしくは

b) 「総生産量／総消費量に対する割合」欄の合計値が、木材製品とパー
ム油は70％以上、畜牛品と大豆は50％以上 -1ポイント

注意：リーダーシップのポイントを得る
ためには、報告された総量の合計が100

％（±5％）でなければなりません。



(F6.5) 開示したコモディティに関して、ブラジル森林法の貴社自身の順守および/または
サプライヤーの順守に関するデータを収集しているかを説明してください。

この場合、企業は「説
明してください」欄に
その旨を記載しなけれ
ばならない。

✓ 企業に該当しない場合（例えば、ブラジ
ルに土地を所有していない場合）、「は
い、サプライヤーと所有する土地から」
を選択することを免除される（新しい注釈）

✓ データ収集に使用した方法と技術の説明を
求めるマネジメント基準は削除された（この
情報は、フォローアップの質問F6.5a/6.5b

で提供されていることから）。

✓ 企業がブラジル森林法に関するデータをど
の地域から収集するかに基づくマネジメント
基準を設定。



(F6.6a) 開示したコモディティについて、森林規制および/または必須基準の法令順守をど
のように確保しているかを示してください。

✓ 企業固有の記述の要件は削除

（変更理由：法令順守のためのシステ
ムは、標準化された慣行に従うことが
多いため、企業固有の説明は困難と
の指摘があったため）

F1.1で森林リスク国が原産国

として選択されている場合の
み適用される質問です。



(F6.6a)開示したコモディティについて、森林規制および/または必須基準の法令順守をど
のように確保しているかを示してください。

✓ リーダーシップの基準を変更 -

森林リスク国での法令遵守の
包括的評価を奨励するため。

F1.1で森林リスク国が原産国

として選択されている場合の
み適用される質問です。

森林リスク国のリストについては、報告ガイダンスをご覧ください。



(F6.7) 農業のグッドプラクティスを支援し、森林減少および/または自然生態系の転換を
削減するために小規模農家と協力していますか。

(F6.8) 森林関連方針、コミットメント、およびその他の要件を順守するために、直接サ
プライヤーの生産能力を支援し、向上させるように直接サプライヤーとエンゲージメント
を行っていますか。

(F6.9)森林減少リスクを管理および緩和するために一次サプライヤーを超えてエンゲージ
メントを行っていますか。

✓ 認識レベルの採点基準を導
入。小規模農家／直接サプ
ライヤー／間接サプライヤー
との取引がある」または「
該当なし」を選択した場合
1ポイント付与

✓ リーダーシップ、ルートB：

スコアの正確性を高めるため
入手可能なポイントを2/2か
ら0/0に変更。

✓ スコアリング対象企業のダッシュボードで表示されるフィードバックチャートに、エン
ゲージメントカテゴリーも表示される予定。同カテゴリーにはランドスケープ・管轄ア
プローチの質問なども含まれる。



(F6.7) 農業のグッドプラクティスを支援し、森林減少および/または自然生態系の転換を
削減するために小規模農家と協力していますか。

リーダーシップ」ポイントの対象となる
選択肢は、「マネジメント」ポイントも
獲得可能となった。



(F6.8) 森林関連方針、コミットメント、およびその他の要件を順守するために、直接サプ
ライヤーの生産能力を支援し、向上させるように直接サプライヤーとエンゲージメントを
行っていますか。[修正質問］

✓ マネジメントの基準 i) とリーダー
シップの基準 ii) において、新た
に 2 つの選択項目が導入された。

✓ 赤矢印：リーダーシップを獲得できる基準

✓ 緑矢印：マネジメントの満点を獲得できる追加基準
（マネジメントでポイント獲得が可能な選択肢＝赤
矢印＋緑矢印）



(F6.10) 共有した持続可能な土地利用ゴールを進展させるためにランドスケープ（管轄
を含む）アプローチで協働していますか。[新しい質問］

(F6.10a)持続可能な土地利用に対する協調アプローチでのエンゲージメントに関して
ランドスケープと管轄の優先順位を決める際に貴社が検討する基準について説明して
ください。 [新しい質問］

...

認識レベル
「基準なし」を除くすべての選択肢かつ
「説明してください」欄が記入されている

– 1ポイント

認識レベル
はい、ランドスケープ・管轄区域のアプロ
ーチに取り組んでいる」-1ポイント

または
いいえ、しかし今後2年間でランドスケープ
・管轄区域のアプローチに取り組む予定

です」-0.5ポイント

いずれの質問も、「情報開示」と「認識」の
レベルでのみ採点あり



(F6.10b) 報告年中に持続可能な土地利用に対するランドスケープ/管轄アプローチに
よる貴社のエンゲージメントを具体的にお答えください。

✓ 全レベルで採点
（ベストの行のみ、ライトタッチで採点）

✓ 認識レベル基準は以下の項目が記載さ
れていれば満点獲得可能



(F6.10b)報告年中に持続可能な土地利用に対するランドスケープ/管轄アプローチによ
る貴社のエンゲージメントを具体的にお答えください。[新しい質問］

✓ 全レベルで採点（ベストの行のみ
、ライトタッチで採点）

✓ マネジメント・リーダーシップ基準は
以下の通り

M: i) エンゲージメントの種
類

M: ii) エンゲージメントを
通して達成する目標

M: ii) アプローチを支
援する企業行動

L: 活動の進捗が監視され、

それが公に報告されている
か



(F6.11)貴社の森林関連方針とコミットメントの実行を促進するために、その他の社外の活
動および/またはイニシアチブに参加していますか。 [修正質問］

新しい記入欄

活動内容から「管轄地
域へのアプローチに関
わる」を削除した。

✓ 認識ポイントは3.5ポイン
トから2ポイントに変更。

2022年マネジメント基準

マネジメントポイントの対象となるには、認識ポイント（1行ごとに）を獲得する
必要あり。

i) [活動]欄で選択肢[マルチパートナーシップまたはステークホルダーイニシアチブに参
加している]が選択されている、且つ、[イニシアチブ]欄で、[その他、具体的にお答えくだ
さい]を除くいずれかの選択肢が選択されている、且つ[説明してください]欄にこの活動で
の企業の役割の説明が記入されている - 1ポイント

ii) ‘Involved in jurisdictional approaches’ 「活動」欄で「その他、具体的にお答えく
ださい」を除くいずれかの選択肢が選択され、かつ「説明してください」欄にこの
活動における組織の役割の説明がある - 1ポイント

森林リスクコモディティごとに最大2行まで採点されます。

2022年リーダーシップの基準

リーダーシップポイントを獲得するためには、マネジメントポイント（1行ごと
に）を満点で獲得する必要あり。

i) 「活動内容」欄で選択されている選択肢「マルチパートナーシップまたはステ
ークホルダーイニシアティブに参加している」かつ「説明してください」欄にそ
の活動が企業の環境戦略にどのように収まるかの詳細が記載されている - 0.5 ポ
イント

ii) 「活動内容」欄で「その他、具体的にお答えください」を除くいずれかの選択
肢を選択し、かつ「説明してください」欄にその活動が企業の環境戦略にどの
ように収まるかの詳細が記載されていること - 0.5 ポイント

森林リスクコモディティごとに最大2列まで採点されます。

✓ 場所の情報がイニシアティブと関係ない
場合には、「Not applicable」を入力要
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よくあるご質問（FAQ）

回答ダッシュボード使用方法（アカウントの作成など）

オンライン回答システム使用方法

スコアリングイントロダクション

気候変動・水セキュリティ・フォレスト質問書

各質問書に関するガイダンス資料・スコアリング基準

各質問書に関するウェビナー（動画・資料）

各質問書の前年からの変更点

公開されている他社回答へのアクセス

日本語版気候変動・水セキュリティ・フォレスト報告書

 CDPジャパンが開催するセミナー情報（過去の録画・資料含む）

https://cdn.cdp.net/cdp-production/comfy/cms/files/files/000/004/571/original/20210511FAQ.pdf
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://japan.cdp.net/disclosure-support
https://japan.cdp.net/disclosure/companies-discloser
https://www.cdp.net/en/responses?utf8=%E2%9C%93&queries%5Bname%5D=
https://japan.cdp.net/
https://japan.cdp.net/events

